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1文献紹介I
野村幸正編著
『行為の心理学』
認識の理論一行為の理論
今、 NHKで放送されている「プロジェクト
x」という番組が話題になっている。そこでは、
そのプロジェクトに参加した人々が、現出する
様々な困難を、創意工夫やチームワークで乗り
越えながら、それを成功させるために努力する
姿が描き出されている。ゲストとして出演して
いる参加者からは、達成感とともに、そのプロ
ジェクトから言葉では言い表せないような何か
大きなものを得たという印象を受ける。
この番組のように、実際のプロジェクトの全
てが成功するものではなく、「プロジェクト X
（ペケ）」と呼ばれるような失敗例がたくさんあ
るにしても、そこに参加した人々は、その経験
によって確実に何かを学び取っているはずであ
る。ここに、学校教育とはまた違った、現実の
社会の中で進行している「状況に埋め込まれた
学習」の真髄がある。
昔からある徒弟制にみられるように、人は、
実践共同体という具体的な場所での様々な経験
を通して、優れた技を発揮する熟達者になって
ゆく。そして時として、熟達者と呼ばれる人達
は、現実の状況から浮かび上がる様々な困難に
出会いながらも、「行為、即、解」となるよう
な即興的能力を示し、実践を通して、しなやか
にその困難を乗り越えてゆく。
なぜ、そのようなことが可能なのか？ この
本は、熟達者の示すこのような時と場所を得た
即興的能力が、どのように獲得され、またどの
ような支援や制約のもとで発揮されているのか
ということを、「行為」という視点から読み解
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こうとするものである。
人が何らかの技を獲得するためには、まず、
その技が発揮されている実践共同体に参加する
ことが必要である。実践共同体という場は、い
わば課題の宝庫である。そこには様々な人間関
係があり、様々な道具がある。状況の進展につ
れて、その関係性の網の目から、その人にとっ
ての課題が次々と現われてくる。人は、そのよ
うな実践共同体に全身でかかわり、学習ー脱学
習のプロセスを経る中で、次第に即興的能力を
獲得してゆく。その能力は身体知としてあり、
行為すなわち「人の働き」として発揮される。
身体は、常に「いま• ここ」に縛られながら
も、そこに限りない拡がりを秘めている。人は
熟達化のプロセスを経ることによって、その可
能性を拡げてゆくことができる。
人は場所に働きかけ、そこでの行為を通して
自己を形成する。このプロセスは、実践共同体
とその中の個人のダイナミックな関係の中で展
開している、長期にわたる学習の過程でもある。
この本では、これらの関係を「生きているシス
テム」として捉えてゆく。
このように、この本は、身体、システム、関
係性などをキーワードにして、熟達者の即興的
行為を読み解こうとしたもので、野村幸正先生
はじめ、荒木圭祐さん、増田節子の共同研究の
成果として出版されたものです。お読みいただ
ければ幸いです。
（増田節子）
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